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11 月 16 日(木)に「見えない心の傷 いじめについて考えよう」と題した人

権講話を実施しました。講師は大河内祥晴さんです。 

大河内さんは、1994 年の 11 月、当時中学 2年生の息子清輝さんをいじめで

亡くしました。清輝さんの亡くなった後、いじめで苦しむ子ども達のために

いじめの残酷さに気付いてもらうための活動や、いじめで悩む子どもたちと

手紙などで交流する活動も行ってみえます。 

今回の講話の中で、いじめられる側の気持ちを考えてもらおうと、寄せら

れた手紙の一部などを紹介してくださいました。清輝さんが残した遺書や幼

いころの楽しい思い出をつづったノート、家族の名前を書いた折り鶴...、話

が進むにつれて目に涙を浮かべる生徒もいました。 

『いじめは、たとえなくなったとしても、その後も「心の傷」として深く刻

まれます。心の傷はなかなか他人には見えません。しかし、当事者が、周り

が、いじめに「気付き」、「考える」ことでのぞくことができます。まずは自分

が周りの人の心に近づいてみてください。そうすることで、卒業するときに

は「いろいろあったけど、みんなと離れたくない。」と思えるのです。』 

そう思えるような関係になるためにはどうすればいいのでしょうか。一度

考えてみてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（↓↓以下は、生徒の感想の一部です↓↓） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜↓↓この度の行事が新聞に掲載されました↓↓＞ 

 

 

 

 

平成 29 年 11 月 17 日（金） 中日新聞朝刊             
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